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近年１０ヶ年での渇水年（H8）河川流況と正常流量の関係
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川上ダム渇水基準年（S48）河川流況と正常流量の関係
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＝農業用水の転用について＝

・河川現況流量（実測値）については、「大内」上流の取水実

態及び河川への還元を反映。

・大内地点下流の既得水利権量と河川維持流量の両方の確

保を行うための、流量が足りない日がある。

・河川維持流量をも下回る日がある。

★通年安定取水が必要な都市用
水においては自流による取水確保
は難しい。
★営農形態の大きな変化がない限
り農業用水の転用は難しい

大内地点の河川現況流量と正常流量の関係

上野市の近年の耕地面積の推移

・近年の耕地面積の推移については、大幅な変動は見られない。
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上野市の近年の耕地面積の推移
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Ｓ３１－Ｈ１５年における河川流況が正常流量を下回る日数
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＝水融通について＝
河川法第５３条

異常な渇水により許可に係る水利使用が困難となり、又は困難とおそれがある場合

においては、水利使用の許可を受けた者（以下この款において「水利使用者」という。）

は相互にその水利使用の調整について必要な協議を行うよう努めなければならない。

＜河川管理者の考え方＞

●河川管理者としては、安定した取水が水利権を付与する条件

●自流あるいはダム等の水源を担保として水利権を確保している者の間で渇水時に

調整を行う

★安定した水源を持たない者が渇水時だけ融通してもらうということを含んでいるものでは

ない。

★渇水時のみの水融通を前提とした水利権の付与はできない。

※渇水時には比奈知ダムにおいても同様に渇水となっており、実質的にも、融通できない可

能性が高い。
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